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1.  河川整備計画の目標に関する事項 

1-1 馬淵
まべち

川
がわ

上流圏域の概要 

1-1-1 自然と社会環境 

(1)馬淵川上流圏域とは 

 馬淵川は、岩手県北部より青森県南東に位置し、その源を岩手県北上高地の袖山
そでやま

（標高1,209m）に発し、いったん南下したのち流路を北に変え、高原状の北上高地

と脊梁奥
おう

羽
う

山脈
さんみゃく

の山間を北流しつつ、県境付近にて奥羽山脈に源を発する安比
あっぴ

川
がわ

等の支川を合わせ、青森県に入り、その後、熊
くま

原川
はらがわ

、猿
さる

辺
べ

川
がわ

、浅水
あさみず

川
がわ

等の支川を

合流し、青森県南部の八戸
はちのへ

平野を貫流して太平洋に注ぐ、幹川流路延長約142km、

流域面積約2,050km2の一級河川である。馬淵川本川のうち岩手県と青森県の県境よ

り上流が岩手県管理区間となっており、岩手県側の流路延長は約107km、流域面積

は約1,370km2であり、その流域は東西約59km、南北約56kmにおよぶ。この岩手県管

理区間の流域を本計画で「馬淵川上流圏域」と呼ぶ。 

馬淵川上流圏域は二戸
にのへ

市
し

、八幡
はちまん

平
たい

市
し

、一戸
いちのへ

町
まち

、葛巻
くずまき

町
まち

及び軽米
かるまい

町
まち

の2市3町か

らなり、圏域の土地利用は山地等が約81％、水田や畑地等の農地が約14％、宅地等

の市街地が約4％となっている。 

なお馬淵川本川の治水事業については、河川法に則り、平成19年7月に「一級

河川馬淵川水系河川整備基本方針」が国土交通省により策定され、基本高水流量

（大橋基準地点：3,200m3/s）を定めている。 

(2)圏域の自然環境 

圏域内には、安比川上流の一部が十和田
と わ だ

八幡
はちまん

平
たい

国立公園に指定されており、ま

た県立自然公園として、「折爪馬仙峡
おりつめばせんきょう

県立自然公園」及び「久慈
く じ

平庭
ひらにわ

県立自然公

園」が指定されるなど豊かな自然環境を有している。 

圏域の下流部は、北上高地の北縁にあたっている。北上高地は、浸食によって準

平原化していることから、西岳
にしだけ

、折
おり

爪
つめ

岳
たけ

など標高700～1,000m前後のなだらかな

山々と丘陵地が多く見受けられる。馬淵川の源流のある袖山は、雄大な自然が満喫

でき、岩手山
いわてさん

、姫
ひめ

神山
かみさん

などの北上高地や奥羽山脈の山並みが見渡せる。 

折爪岳は北上高地の最北端に位置しており、ブナの自然林に恵まれ、自然が豊か

であり、東北有数のヒメボタルの群生地としても有名である。 

水源である岩手県葛巻町の袖山より岩手･青森の県境までの流域の地質は主に新

第三紀層、中生層、古生層からなり、険しい渓谷が断続的に現れ、安比川の合流点

付近は「馬仙峡」と呼ばれ、岩手県を代表する景勝地となっているほか、樹木の化

石である珪化木が河床や河岸に多く露出する一戸町の馬淵川上流部及びその支川の

一帯は、「姉帯・小鳥谷・根反の珪化木地帯」として国の天然記念物に指定されて

いる。河川は、瀬中心の変化のある流れとなっており、ヤマメ、イワナといった渓

流魚が多く生息している。 
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流域の気候は、気温の年格差の大きい内陸性気候に属しており、年平均気温

（1981～2010年）は荒屋（八幡平市）で8.7℃、葛巻で8.4℃、二戸で9.7℃であり、

降水量は、支川安比川が位置する西側の奥羽山系で年平均降水量1,250mm程度（荒

屋）、馬淵川本川が位置する東側の北上高地で年平均降水量1,000mm程度（葛巻）

である。 

 (3)圏域の社会環境 

馬淵川上流圏域では、なだらかに起伏する高原状の地形を利用した、畜産、高冷

地野菜等の畑作などが盛んであり、農林業が主な産業となっている。 

産業では、特に、二戸市の漆生産量は国内生産量の80％を占め、また、八幡平

市のりんどうの出荷は全国出荷量の約30％を占めるなど、全国第1位の生産量の

特産品となっている。 

馬淵川上流圏域には、東北新幹線、JR花輪
はなわ

線、いわて銀河鉄道線のほか、東北縦

貫自動車道八戸
はちのへ

線および一般国道4号等の基幹交通ネットワークが形成されてい

る。 

鉄道は、平成14年12月に盛岡・八戸間が開業した東北新幹線をはじめ、JR花輪

線、いわて銀河鉄道線が沿川を運行している。 

道路は、東北縦貫自動車道八戸線が平成元年に開通して以来、流域の基幹道とし

て利用されており、一般国道4号は県内外の主要都市を結んでいる。 

馬淵川沿川の二戸駅周辺地区では、新幹線の建設を契機として都市開発を目的に新

幹線二戸駅周辺地区土地区画整理事業が進められており、市街化が進展しているほ

か、馬淵川一戸町中心部や安比川の二戸市
に の へ し

浄法寺
じょうぼうじ

町
まち

八幡
はちまん

舘
だて

地区等、圏域には河川

沿いに家屋が連担して立地している地区も見られる。



 
－3－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 馬淵川上流圏域概要図 
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1-1-2 圏域の水害と治水事業の沿革 

 (1)圏域の水害 

馬淵川上流圏域内の岩手県が管理する河川では、近年において、平成18年，平

成19年，平成23年、平成25年に台風や集中豪雨による洪水被害が発生しており

(表-1参照)、洪水被害の発生頻度は増加の傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬淵川万代
ばんだい

橋
ばし

下流左岸(向町
むかいまち

地区) 馬淵川岩
いわ

根橋
ね ば し

下流左岸（関屋
せ き や

地区） 

馬淵川斗
と

米
まい

橋
ばし

上流右岸（堀野
ほ り の

地区） 

安比川川原
か わ ら

橋
ばし

上流左岸（八幡
はちまん

舘
だて

地区） 安比川保
ほ

戸坂
ど さ か

地区の国道282号の冠水 

馬淵川川原
か わ ら

橋
ばし

上流右岸（石切所
いしきりどころ

地区） 

写真-2 洪水被害の状況(平成25年9月洪水) 

写真-1 洪水被害の状況(平成23年9月洪水) 
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  表-1 馬淵川上流圏域の過去の主要洪水(県管理河川のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：S56～H23は水害統計、H25は岩手県被害調査結果 

石切所
（馬淵川）

似鳥
（安比川）

農地
宅地・
その他

計 床下浸水 床上浸水 半壊 計

馬淵川 二戸市 内水 6.7 0.0 6.7 0 0 0 0

二戸市 内水 3.3 0.0 3.3 0 0 0 0

浄法寺町 外水 1.0 0.0 1.0 0 0 0 0

馬淵川 二戸市 外水 4.6 0.0 4.6 0 0 0 0

二戸市 外水 7.1 0.0 7.1 0 0 0 0

浄法寺町 外水 9.7 0.2 9.9 9 1 0 10

安代町 外水 1.0 0.0 1.0 0 0 0 0

豪雨・落雷8.4～15 馬淵川 二戸市 外水・内水 0.2 0.3 0.5 9 1 0 10

豪雨・落雷8.16～18 安比川 浄法寺町 外水 0.1 0.0 0.1 0 0 0 0

二戸市 外水・内水 4.0 0.0 4.0 1 0 0 1

一戸町 外水・内水 0.5 0.0 0.5 0 0 0 0

二戸市 外水 6.2 0.1 6.3 3 0 0 3

浄法寺町 外水 1.6 0.2 1.8 6 0 0 6

安代町 外水 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

馬淵川 二戸市 外水・内水 121.2 2.2 123.4 6 0 0 6

二戸市 内水・外水 40.4 0.5 40.9 2 0 0 2

浄法寺町 外水 0.6 0.4 1.0 17 6 0 23

安代町 外水 25.3 1.5 26.8 10 2 0 12

葛巻町 外水 30.0 15.0 45.0 5 0 0 5

一戸町 外水 0.0 191.0 191.0 5 2 0 7

H14
（2002年）

台風21号7.8～12 安比川 安代町 外水 1,000 450 0.0 0.0 0.0 0 1 0 1

馬淵川 二戸市 外水 0.0 0.2 0.2 0 0 0 0

安比川 二戸市 外水 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

馬淵川 二戸市 外水 0.0 3.0 3.0 14 1 0 15

馬淵川 一戸町 外水 0.0 0.6 0.6 22 14 1 38

二戸市 外水 0.0 3.6 3.6 7 3 0 10

八幡平市 外水・内水 5.0 2.3 7.3 27 1 0 28

H22
（2010年）

豪雨7.2 安比川 八幡平市 内水 180 80 0.6 0.1 0.7 3 0 0 3

二戸市 外水 0.0 1.0 1.0 14 67 12 93

一戸町 外水 0.0 5.8 5.8 12 28 0 40

葛巻町 内水 6.6 0.5 7.0 3 4 0 7

安比川 二戸市 外水 0.0 0.1 0.1 9 1 0 10

H25
（2013年）

台風18号9.13～9.16 馬淵川他 二戸市他 外水・内水 1,240 880 18.2 1.3 19.5 39 79 0 115

370

580

1,170

1,050

860

－

－

310

330

400

500

－

700

390 190

820

610

水害要因市町村名河川名

12.0

安比川

実績ピーク流量（m3/s）

－

H2
（1990年）

豪雨、台風19号
9.11～20

810 290

年

建物被害（住家） [棟]浸水面積 [ha]

S61
（1986年）

台風10号及び
豪雨8.2～10

S62
（1987年）

要因

H16
（2004年）

台風21号9.30

豪雨と台風15号
8.21～23

安比川

H18
（2006年）

0.012.0 000

H4
（1993年）

前線9.17～18

馬淵川

S56
(1981年）

浄法寺町 外水
豪雨と台風18号

9.10～13
安比川

安比川

S57
（1982年）

豪雨10.6～9

馬淵川

豪雨7.28～29

安比川

安比川

台風15号及び豪雨
9.21～9.22

H23
（2011年）

馬淵川
1,130 600

0

H19
（2007年）

H3
（1991年）

台風14号
8.29～9.2

118 
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   (2)治水事業の歴史 

馬淵川上流圏域内の岩手県が管理する河川においては、昭和56年8月洪水等に

より、洪水被害を受けたほか、近年では平成23年9月洪水や平成25年9月洪水な

どでも被害を受けており、いく度となく洪水に見舞われている。 

    このようなことから、治水対策を目的として昭和40年代から安比川や小繋
こつなぎ

川、

元町
もとまち

川等で河川改修が始められた。昭和50年代からは馬淵川や平
ひら

糠
ぬか

川などでも河

川改修が実施されている。 

 

表-2 馬淵川上流圏域の治水事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 河川名 年度 計画高水流量（ｍ3/ｓ） 整備延長（ｋｍ）
県単独河川改修事業 馬淵川 Ｈ14-H23 810 0.2
小規模河川改修事業 馬淵川 Ｓ50-H9 580 1.5

局部改良事業 馬淵川 Ｓ43 870 0.7
災害関連事業 馬淵川 Ｓ41-S43 220 1.7

小規模河川改修事業 馬淵川 Ｓ35-S50 - -
局部改良事業 馬淵川 Ｓ27-S31 - -

災害対策等緊急事業推進費 馬淵川 H24～H26
1,160～1280（堀野地区）

1,160（石切所地区）
630（小鳥谷地区）

1.4（堀野地区）
0.9（石切所地区）
0.6（小鳥谷地区）

県単独河川改修事業 安比川 Ｈ13-H27 570 3.8
小規模河川改修事業 安比川 Ｓ45-H9 830 2.7

局部改良事業 安比川 Ｓ35-S37 - -
災害関連事業 安比川 Ｓ33-S35 860 0.5
災害関連事業 安比川 Ｓ33-S35 678 1.7
災害関連事業 安比川 Ｓ33-S35 743 0.1
災害関連事業 安比川 Ｓ33-S35 886 0.8
局部改良事業 安比川 Ｓ27 - 2.7
災害関連事業 女鹿川 Ｓ63-H2頃 75 1.6
災害関連事業 女鹿川 Ｓ61-S63 80 1.5
災害関連事業 平糠川 Ｈ8-H10頃 70 1.6
災害関連事業 平糠川 Ｈ8-H10頃 30 0.5
災害関連事業 平糠川 Ｓ56-S57 50 0.7
災害関連事業 平糠川 Ｓ52-S54 75 1.4
災害関連事業 平糠川 Ｓ49-S51頃 100 1.2
局部改良事業 小繋川 Ｓ46-H10 140 1.4

局部改良事業（暫定） 小繋川 Ｓ46-H10 67 -
県単独河川改修事業 元町川 Ｈ12-H21 30 0.4

局部改良事業 元町川 Ｓ48-H8 130 0.8
災害関連事業 元町川 H18-H20 130 4.5
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 1-2 馬淵川上流圏域内河川の概要 

  1-2-1 治水の現状と課題 

    (1)治水の現状 

     圏域内の県管理河川では、表-2に示した河川改修が実施されているほか、洪

水被害が発生した箇所で災害復旧などが行われている。本圏域では度重なる洪水

被害を受けているため、河道拡幅、築堤及び護岸等の河川改修事業の実施により、

治水安全度は着実に向上してきたものの、馬淵川及び安比川では、平成23年9

月洪水、平成25年9月洪水などで床上・床下浸水被害を受けるなど、近年でも

洪水被害が発生しており、未だ十分な整備水準に達していない区間もある。 

     ソフト対策の現状としては、洪水時の雨量・水位情報はインターネットや携帯

電話などを通じて情報提供しているほか、水防警報、水位情報周知河川（p28 2-

3-1 洪水の防災対策等 参照）の指定が行われている。 

維持管理の現状としては、局所的な土砂の堆積、樹木の繁茂が見られる。 

    ①馬淵川 

     馬淵川は局所的な狭窄部等において流下能力が不足している。また、二戸市の

堀野地区、石切所地区や一戸町中心部付近等では家屋が河川沿いに連担した区間

があり、たびたび被害を受けている箇所も見られる。 

     馬淵川の岩手県指定区間では、昭和60年～平成25年にかけて、概ね3年に1

回の頻度で家屋や農地等の浸水被害が生じている。近年の洪水では、平成18年

10月洪水で半壊1戸、床上浸水15戸、床下浸水36戸、平成23年9月洪水で、

半壊12戸、床上浸水99戸、床下浸水29戸、平成25年9月洪水で、床上浸水46

戸、床下浸水11戸の家屋浸水被害が発生し甚大な被害となっている。 

     また、馬淵川には、河川水を利用した水力発電施設（舌崎
したざき

発電所及び福岡
ふくおか

発

電所）の取水堰が設置されている。 

    ②安比川 

     安比川は未改修区間がほとんどであり、ほぼ全川で流下能力が不足しており、

昭和60年～平成25年にかけて、概ね3年に1回の頻度で家屋や農地等の浸水被

害が生じている。 

近年の洪水では、平成19年9月洪水で、床上浸水4戸、床下浸水34戸、平成

25年9月洪水で、床上浸水33戸、床下浸水28戸の家屋浸水被害が発生し甚大な

被害となっている。 

また、横断工作物として橋梁や頭首工が多く設置されており、一部の橋梁は、

増水後の流木集積が発生しやすい桁高の低いものも見られる。なお安比川には、

河川水を利用した水力発電施設（大渕
おおぶち

発電所）の取水堰が設置されている。 
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    (2)治水の課題 

     このような現状から、治水の課題は次のとおりである。 

・  圏域内の県管理河川では、表-2に示す河川改修が実施されているほか、

洪水被害が発生した箇所で災害関連事業などが行われており、治水安全度

は着実に向上している。しかし、近年では平成18年10月洪水、平成23年9

月洪水、平成25年9月洪水などで床上・床下浸水が発生しており、未だ十

分な整備水準に達していない区間があるほか橋梁や堰などの横断工作物が

多く、このような状況を十分考慮した治水対策を講じる必要がある。 

・  整備目標を上回る洪水や整備途上段階の洪水による被害の軽減を図るた

め、早急にソフト対策の充実を図る必要がある。 
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最小流量

   1-2-2 利水の現状と課題 

    (1)利水の現状 

     ①河川の現状 

      圏域内の水位流量観測所は、石切所
いしきりどころ

（馬淵川）、冬部
ふゆべ

（馬淵川）、似鳥
にたどり

（安比川）、五日
いつか

市橋
いちばし

（安比川）の2河川4箇所であり、水位観測所は、岩
いわ

根橋
ねばし

（馬淵川）、田子
たっこ

（馬淵川）、平
ひら

糠
ぬか

橋
ばし

（平糠川）、中央
ちゅうおう

橋
ばし

（安比川）

の3河川、4箇所である。 

      圏域内の流況は、3月下旬から4月にかけて融雪期に相当し、水量が豊富な

時期となる。融雪期が終わり残雪の減少とともに各地で農業用水の取水が始ま

り、5月～6月にかけて水量は減少する。7月以降の梅雨期の降雨や台風に伴

う降雨により一時的に増加するものの、全体的には減少する傾向にあり、9月

以降は秋雨前線などの影響による降雨により次第に回復し、降雪期である11

月下旬から3月までは流況は安定する。 

     ②水利用 

      馬淵川の石切所地点の昭和42年から平成24年までの流量データからは、経

年的にも比較的安定した流況を保っていることがわかる。 

 

表-3 石切所地点 流況の経年変化 

地点名 
流域面積 

（km2） 

豊水流量 

（m3/s） 

平水流量 

（m3/s） 

低水流量 

（m3/s） 

渇水流量 

（m3/s） 
統計期間 

石切所 1,139.6 35.53 20.93 14.28 9.87 
S42～H24 

（46ヵ年）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2 石切所地点 流況の経年変化 

※H20は1月中旬から2月末までの期間が欠測のため、流況の算出ができない。 
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    図-3観測所位置図 

 

      圏域内の河川水は農業用水や発電などに利用されている。農業用水としては、

かんがい用として約1,700haの耕地を潤しており、発電用水としては、馬淵川

に舌崎
したざき

発電所、福岡
ふくおか

発電所、安比川に大渕
おおぶち

発電所の3箇所の水力発電施設で

利用され、総最大出力3,950kwの電力供給が行われている。 

圏域内の水利権件数は農業542件（許可19件、慣行523件）、発電3件、

上水道4件、最大取水量は合計で28.544m3/sとなっている。 

      馬淵川の支川である平
ひら

糠
ぬか

川
がわ

の上流には利水専用ダムである大志田
お お し だ

ダムがあ

り、農業用水の供給を行っている。 

                      

    表-4 馬淵川流域の水利用状況（岩手県区間） 

種類 河川数 箇所数 
最大取水量 
（m3/s） 

備考 

農業 
（慣行水利権含む） 

13 542 12.582 
かんがい面積 

1664ha 

発電 2 3 15.800  

水道 1 4 0.162  

その他 － － －  

合 計 － 549 28.544  

 

▲ 

▲ 

▲ 
▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

岩根橋 
中央橋 

平糠橋 

石切所 

似鳥 

五日市橋 
冬部 

田子 

▲ 
▲ 
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③渇水 

    馬淵川上流圏域では、流域の発展とともに農業用水や生活用水の需要が高ま

り水資源が開発されてきたが、渇水に関する記録が確認できる昭和48年以降

に深刻な渇水被害は報告されておらず、農業用水や生活用水への影響は確認さ

れていない。 

 

    (2)利水の課題 

      以上のような現状から、利水の課題は次のとおりである。 

・  圏域内には、上水、かんがい用水、発電用水等の水利権が設定され、流

域の社会、経済活動を支えている。従って、渇水時には多大な影響が生じ

る可能性がある。 

・  近年では際立った渇水被害は発生しておらず流況は安定しているが、今

後も河川水の適正な利用と正常流量（流水の正常な機能の維持のために必

要な流量）の確保が必要である。 

・  正常流量確保のため、今後も必要な基礎データを収集・蓄積していく必

要がある。 
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 1-2-3 河川環境の現状と課題 

   （1）河川環境の現状 

     ①動植物及び景観 

     （a）馬淵川 

馬淵川の上流部は、川幅が比較的狭く、河床勾配1/170～1/580程度と急な山

間狭窄を縫うように流れる。水源である岩手県葛巻町の袖山から岩手・青森の

県境までの流域の地質は、主に新第三紀層、中世層、古生層からなり、一戸町

銚子の口や安比川合流点付近など、両岸が絶壁となっている所が多く、概ね山

地河川に属する。 

特に安比川の合流点付近の渓谷は景観に優れ、「馬仙峡」と呼ばれる岩手県

を代表する景勝地となっている。 

山地部にはアカマツ林やカラマツ林、コナラ等の樹林があり、果樹園や畑地

も見られる。河岸沿いにはヤナギ、オニグルミ、ケヤキ等の河畔林が見られる

ほか、ノダイオウやサナギイチゴ等の重要種（※）も確認されている。 

 馬淵川周辺では、ニホンカモシカなどの重要種のほか多くの哺乳類が生息し

ている。鳥類では、オオタカ、ハヤブサなどの希少猛禽類をはじめヤマセミ、

カワセミなど、森林や水辺を好む多様な種類が生息している。 

昆虫類としてはアオハダトンボ、オオムラサキ等の重要種が確認されている。 

馬淵川では瀬や淵、河畔林が発達しており、イワナ、サクラマス（ヤマメ）、

タナゴ、ギバチなどが生息する清流となっている。底生生物としては、重要種

としてやカワシンジュガイが確認されている。 

      河川利用としては、イワナやヤマメなどの渓流釣りやアユの友釣りが行われ

ているほか、二戸市中心部に河川敷を利用した馬淵川近隣公園が整備されてお

り、周辺住民の憩いの場として利用されている。 

    （b）安比川 

安比川は、川幅が比較的狭く、河床勾配1/35～1/260程度と急な山間狭窄を

縫うように流れる。水源である岩手県八幡平市の安比岳から馬淵川との合流点

までの流域の地質は主に第四紀層、新第三紀層からなり、概ね山地河川に属す

る。 

      安比川周辺の山地部には、アカマツ林やカラマツ林、コナラ等の樹林があり、

果樹園や畑地も見られる。河岸沿いにはヤナギ、ケヤキ、オニグルミ等の河畔

林が見られる。 

      安比川周辺では、タヌキ、キツネ等のほか、ニホンザルの生息が確認されて

いる。鳥類では、ハイタカ、ノスリ等の希少猛禽類をはじめ、ヤマセミ、カワ

セミなど、森林や水辺を好む多様な種類が生息している。両生類としては、重

要種としてトノサマガエルやカジカガエルが確認されている。陸生昆虫類とし
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ては、重要種としてモンスズメバチが確認されているほか、多様な種類が生息

している。 

安比川では瀬や淵、河畔林が発達しており、魚類としてヤツメウナギ、タナ

ゴ、ドジョウ、サクラマス（ヤマメ）、カジカ大卵型等その他の重要種が生息

している。また、底生生物としては、重要種として、カワシンジュガイが生息

している。植物としては、重要種としてウマノスズグサ、ナガミノツルキケマ

ン、サナギイチゴ、フジバカマなどが見られるほか、アレチウリ等の外来種も

確認できる。 

河川利用としては、イワナ、ヤマメ等の渓流釣りやアユの友釣りが行われて

いるほか、八幡平市安代地区の小柳田河川公園、五日市河川公園等が整備され

ており、周辺住民の憩いの場として利用されている。 

 

 

 

 

 

 

     ②河川の水質 

      馬淵川上流圏域では、馬淵川、安比川、白鳥川の3河川5箇所で水質観測が

実施されている。 

      馬淵川本川の水質汚濁に関わる環境基準は上流端から青森県境までがＡ類型

に指定されている。また、支川では、安比川がＡ類型、白鳥川がＣ類型となっ

ている。いずれの地点も平成8年以降は環境基準値を下回っており、良好な状

態にある。 

      本圏域の汚水処理人口普及率（下水道、集落排水、浄化槽等の汚水処理施設

の行政人口に対する普及率)は平成25年度末で二戸市55.8％、八幡平市78.8％、

一戸町49.9％、葛巻町49.6％、軽米町45.5％と八幡平市を除いて、岩手県平

均76.7％を下回る状況にあるが、着実に整備が進展しており水質は改善傾向

にある。 

  

 

 

 

 

 

 

（※）「重要種」とは以下のいずれかに該当するものとして記載した。 

・法的保護種（文化財保護法、種の保存法、岩手県希少野生動植物保護条例） 

・環境省第四次レッドリスト選定種 

・いわてレッドデータブック2014選定種 
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表-5 馬淵川流域の水質類型指定状況と水質測定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

   

  

河川名 観測所名 類型
基準値
(mg/L)

BOD75%値(H24
年)

( / )
府金橋 A 2.0 0.7

下豊年橋 A 2.0 0.5未満

逢川橋 A 2.0 0.5

黒沢橋 A 2.0 0.5未満

白鳥川 岩谷橋 C 5.0 1.6

馬淵川

安比川

出典：国立環境研究所ホームページ 

（参考）環境基本法第16条に基づく河川の水質環境基準 

 AA類型：BODが1mg/L以下 

 A類型 ：BODが2mg/L以下 

B類型：BODが3mg/L以下 

C類型：BODが5mg/L以下 

図-4 馬淵川流域の水質類型指定状況図 

下豊年橋 府金橋

岩谷橋

逢川橋

黒沢橋 

：環境基準点 
：A類型指定 
：C類型指定 
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（2）河川環境の課題 

      以上のような現状を踏まえ、河川環境の課題は次のとおりである。 

     ・ 河川景観は、河川空間のみではなく、周辺の自然環境や市街地と一体とな

って形成されるものであるため、河川整備のあり方、周辺環境の整備や保全

等について、地域住民や関係機関との協働等により検討することが望まれる。 

     ・ 馬淵川及び安比川には、河川環境を中心とした動植物の多様な生息生育環

境が見られ、重要種も確認されていることから、豊かな生態系に配慮した治

水対策が望まれる。 

・ 河川及び河川の自然とのふれあいのため、既に整備され利用されている河

川公園等の良好な維持、河川の利用状況に応じた周辺整備の検討が望まれる。 

・ 水質については、本川、支川ともに環境基準を概ね満足しており、この良

好な河川環境を将来にわたって維持することが望まれる。 
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No 河川名 次数 左右岸 対象区間
指定区間
流路延長

(km)

1 馬淵川 - - 青森県境～指定区間上流端 85.2

2 元町川 1 右岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 5.5

3 山形川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 16.0

4 平糠川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 25.0

5 　宇別川 2 左岸 平糠川合流点～指定区間上流端 6.1

6 　小繋川 2 左岸 平糠川合流点～指定区間上流端 11.0

7 女鹿川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 10.0

8 小井田川 1 右岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 9.5

9 二ツ石川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 16.5

10 安比川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 55.1

11 　鍋越川 2 左岸 安比川合流点～指定区間上流端 4.5

12 　　白沢川 3 左岸 鍋越川合流点～指定区間上流端 1.4

13 　黒沢川 2 左岸 安比川合流点～指定区間上流端 2.3

14 　打田内川 2 左岸 安比川合流点～指定区間上流端 1.9

15 　岡本川 2 左岸 安比川合流点～指定区間上流端 7.4

16 白鳥川 1 右岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 8.4

17 十文字川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 21.0

18 仁佐平川 1 右岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 4.6

19 金田一川 1 左岸 馬淵川合流点～指定区間上流端 12.8

岩手県管理区間総延長 304.2

1-3 河川整備計画の目標 

  1-3-1 計画対象期間 

   本整備計画の計画対象期間は、河川整備計画策定から概ね30年間とする。 

   なお、本計画は現時点の流域の社会状況、自然状況、河道状況に基づき策定したも

のであり、策定後にこれらの状況変化や新たな知見、技術の進歩、急激な社会情勢の

変化などにより計画の見直しの必要が生じた場合には、適宜見直しを行うものとする。 

 

  1-3-2 計画対象区間 

   本整備計画は、馬淵川水系のうち岩手県が管理する区間とし、19河川、延長約

304kmを対象とする。 

 

表-6 馬淵川上流圏域内の県管理河川 

 

 

 

 



 
－17－

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 計画対象河川位置図 
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1-3-3 洪水被害による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

 (1) 整備の目標 

   本計画は段階的な整備目標を定めるものであり、水系の地形的特徴や過去の洪水氾

濫状況及び整備状況を踏まえ、治水安全度のバランスに配慮し、各河川について次の

とおり目標を設定する。 
 ①馬淵川 

    馬淵川では近年、平成18年10月洪水、平成23年9月洪水、平成25年9月洪水

等により家屋浸水がたびたび発生している。このため、現時点における既往の最大

洪水への対応を当面の目標とし、段階的な整備を行うものとする。各区間の目標は

以下のとおりである。 
   ・県境から安比川合流点までの区間は、対象区間の既往最大洪水である『平成 25

年9月洪水と同等の規模の洪水に対して、外水の氾濫による家屋の浸水被害を防

止する』ことを目標とする。 
 ・安比川合流点から上流の区間については、対象区間の既往最大洪水である『平成

18年 10月洪水と同等の規模の洪水に対して、外水の氾濫による家屋の浸水被害

を防止する』ことを目標とする。 
 ②安比川 

    安比川も馬淵川と同様に、平成23年9月洪水、平成25年9月洪水等により家屋

浸水がたびたび発生している。このため、既往最大洪水である『平成 25 年 9 月洪

水と同等の規模の洪水に対して、外水の氾濫による家屋の浸水被害を防止する』こ

とを目標とする。 

 
(2) 整備の目標流量 

   目標を達成するため、各河川において次のとおり整備計画における目標流量を設定

する。 

 
表-7 各河川における整備計画の目標流量 

河川名 地点名 地先名 整備計画目標流量 

馬淵川 
石切所 二戸市石切所字船場 1,220m3/s 

安比川合流前 一戸町字悪戸平 770m3/s 

安比川 似鳥 二戸市似鳥字沖野 840m3/s 
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図-6 整備計画目標流量配分図 
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 1-3-4 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

   河川のもたらす恩恵を引き続き享受していくためには、安定的な水運用に努め、渇

水時における被害を緩和する必要がある。そのために、日頃からの節水の呼びかけと

ともに、早い段階から関係機関に対して渇水調整に必要な河川水位などの情報提供や

取水制限等の情報伝達を迅速かつ確実に行うことのできる体制を整備する。また、渇

水時に利用者相互の水融通の円滑化を図ることが重要となるため、今後も関係機関と

連携をさらに強化する。 

   馬淵川水系河川整備基本方針では流水の正常な機能を維持するために必要な流量は

剣吉地点、（青森県管理区間）で概ね16 m3/sと定められており、水系全体として広

域的かつ合理的な水利用の促進を図り、この流量の確保に努める。 

   

 表-8 流水の正常な機能を維持するために必要な流量 

基準地点 地先 流量 

剣吉 三戸郡南部町剣吉 概ね16m3/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 流水の正常な機能を維持するために必要な流量 

 

 

 

 

大臣管理区間 青森県管理区間 岩手県管理区間 



 
－21－

 

   1-3-5 河川環境の整備と保全に関する事項 

   （1）河川環境 

     河川整備を実施する際には、圏域内の河川を生息・生育の場とする多様な動植

物に十分配慮し、河川の自然環境の保全、動植物の生息・生育環境の保全に努め

る。 

     具体的には、サケ、サクラマス（ヤマメ）、スナヤツメ及びその他の魚類の遡

上・降下を妨げる横断工作物等に対する縦断的な連続性への配慮や、礫や砂礫が

浮き石状となる産卵環境の保全、生息環境となる瀬や淵・河畔林の保全など、河

川整備に際しては、河川が本来有している自然環境を尊重する。また、本川だけ

でなく支川を産卵場所としている魚類も確認されていることから、移動が可能と

なるよう河川の連続性の確保に努めるほか、改変箇所にカワシンジュガイ等の重

要種が確認された場合には、近傍の同様な環境の場所に移植するなど影響の回

避・軽減に努める。   

 

   （2）河川利用 

     河川のもつ豊かな自然をより身近なもののとし、積極的に河川と触れ合うこと

ができるよう河川公園などの既存施設の継続的な活用のほか、子供から高齢者ま

でが安心して利用できる水辺の整備に努める。また、学校教育等における自然体

験学習の場としての利用にも配慮し、子供達が水辺を利用して安全に学ぶことが

できる場や、川の生き物、その河川の持つ特性などの情報提供に努める。 

     

（3）水環境 

  馬淵川上流圏域における河川の水質の状況は、環境基準点が3箇所で設定され

ており、全てがA類型指定となっている。平成24年度のBOD(75%値)の調査結果

では全ての地点で環境基準値を達成しており、良好な状況となっている。 

  今後も健全な水環境系を構築するため、その維持を目標とし、川の自浄機能の

保全を図り、流域全体で水質保全を推進する。 
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2. 河川の整備の実施に関する事項 

 2-1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置され

る河川管理施設の機能 

  2-1-1 河川工事の目的 

   馬淵川上流圏域の河川工事は、河道の整備により、目標とする流量から外水の氾濫

による家屋の浸水被害を防止、軽減を図ることを目的とする。 

   その際、「治水」、「利水」、「河川環境」の調和に配慮して実施する。 

  

 2-1-2 河川工事の種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される

河川管理施設の機能の概要 

流下断面を拡大することで洪水時の水位を低下させるとともに、河積が不足して

いる区間の治水安全度を向上させ、家屋浸水被害の防止、軽減を図るため、下記の場

所において河道掘削や築堤等による河川改修を実施する。 

  

表-9 河川工事の施工場所 

河川名 施工場所及び施工区間 施工延長 施工内容 

馬淵川 

金田一地区 0.6km 河道掘削及び築堤 

堀野地区 1.0km 河道掘削及び築堤（特殊堤） 

石切所地区 0.8km 河道掘削 

向町・本町地区 1.5km 河道掘削及び築堤（特殊堤含む） 

諏訪野地区 0.7km 河道掘削 

関屋地区 0.3km 河道掘削、橋梁架け替え 

小計 4.9km  

安比川 

安比・福田地区 4.0km 河道掘削及び築堤、橋梁架け替え 

長渡路地区 2.0km 河道掘削及び築堤、橋梁架け替え 

八幡舘地区 1.6km 河道掘削及び築堤、橋梁架け替え 

門崎・下藤地区 2.5km 河道掘削及び築堤、橋梁架け替え 

浅沢地区 3.8km 河道掘削及び築堤 

寺志田・荒屋新町地区 1.4km 河道掘削及び築堤 

保戸坂地区 0.3km 河道掘削及び築堤 

小計 15.6km  

合計 20.5km  

※施工延長は今後の詳細設計を経て決定するものであり、変更する場合がある。 
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図-8 整備箇所位置図 
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  (1)馬淵川 

   ①工事の内容 

 平糠川合流点から安比川合流点までの整備計画区間は、既往最大である平成

18年10月と同等の規模の洪水流量を対象とし、安比川合流点から県境までの

整備計画区間は、既往最大である平成25年9月の降雨と同等の規模の洪水流

量を対象として、河道掘削及び護岸工の整備等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 馬淵川流量配分図 

 

 

②配慮事項 

・ 動植物の生息・生育環境に配慮するとともに、自然環境の保全・復元に努め

る。また地域住民が水辺に親しめるような河川整備を目指して、地域住民と連

携した川づくりに努める。 

    ・ 家屋が連担した区間の一部には、河道拡幅による河積拡大が困難な箇所があ

ることから、法勾配を1：0.5として、河積の確保を行うとともに、河床幅を

広く確保することで良好な「みお筋（川の中で雨が無いときにも水が流れてい

る水深の深い箇所）」の形成に配慮する。 

    ・ 河川工事を実施する際には、河川及び沿川に生息する生物への影響を十分考

慮して施工するとともに、施工時の濁水防止に努める。また、工事実施前、工

事中、工事実施後に必要に応じて環境調査を実施し、河川環境の変化について

把握し、改善すべき点の把握や今後の川づくりのための基礎データとして今後

の事業に活用する。 

   

堀野地区 石切所地区向町、本町地区 関屋地区 

金田一地区 

L=0.6km 

L=1.0km L=0.8km L=1.5km 

L=0.7km 

L=0.3km 

諏訪野地区 

1,220ｍ3/s 
770ｍ3/s 

■
石
切
所 

○
安
比
川
合
流
前 

大臣管理区間 青森県管理区間 岩手県管理区間 

（
大
橋
） 



 
－25－

840m3/s

繋
沢
川→

山
内
川→

多
々
良
沢→

日
通
内
沢→

○
似
鳥

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2)安比川 

   ①工事の内容 

 安比川の整備計画区間は、既往最大である平成25年9月洪水と同等の規模

の洪水流量を対象として、河道掘削及び護岸工、築堤等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-11 安比川流量配分図 

 

②配慮事項 

・ 動植物の生息・生育環境に配慮するとともに、自然環境の保全・復元に努め

る。また地域住民が水辺に親しめるような河川整備を目指して、地域住民と連

携した川づくりに努める。 

   ・ 法勾配は1：2.0を基本とし、河川沿いに家屋が連担しており河道拡幅によ

る河積拡大が困難な箇所では、法勾配を1：0.5とする。河道掘削を実施する

図-10 馬淵川 諏訪野地区整備イメージ（横断図） 

民家への影響を回避するため、計

画川幅は現況川幅程度とする 

背後地が民家等で用地に制約がある箇所では河岸の法勾

配を1：0 . 5とし、河床幅を広くして、良好なみお筋の形

成に配慮する 

河床掘削は、現況河道の状況を維持するた

め、横断方向の形状を極力残す 

川幅40 m 

諏訪野地区：29.25k 背後地が民家等で用地に制約がある箇所は、家屋

移転を最小とするようパラペット等で対応する 

HWL
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際も現況川幅程度を基本として河積を確保するともに、現況河川の状況を参考

として良好なみお筋の形成に配慮する。 

    ・ 河川工事を実施する際には、河川及び沿川に生息する生物への影響を十分考

慮して施工時期を限定するとともに、施工時の濁水防止に努める。また、工事

実施前、工事中、工事実施後に必要に応じて環境調査のモニタリングを実施し、

河川環境の変化について把握し、改善すべき点の把握や今後の川づくりのため

の基礎データとして今後の事業に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HWL

図-12 安比川 門崎・下藤地区整備イメージ（横断図） 

人家連担部等の用地制約のある箇所

を除き2割勾配を基本とする 

堤防で家屋の浸水

被害を軽減する 

現況川幅程度での河道掘削を基本とし、現況河

道の状況を参考としてみお筋の形成に配慮する 

 

門崎・下藤地区：26.2k 

川幅 45 m 
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2-2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

  2-2-1 河川維持の目的 

   地域住民に対して安全でかつ安心感を与えるとともに、潤いや安らぎを感じ続ける

ことができるように、河川の治水安全度の確保や良好な河川環境の維持管理を実施し

ていく。 

 

  2-2-2 河川維持の種類及び施行の場所 

    (1) 河道の流下能力維持 

     出水後の土砂堆積や、倒木・ゴミの状況などを河川巡視により確認し、河積を

阻害していると判断される場合には対策を講ずる。 

     また、流水の阻害や河川構造物に悪影響を与える樹木群等については必要に応

じて伐採方法について検討し、良好な河川環境の保全と整備を図ることができる

ような維持管理を推進していく。 

    (2) 護岸・堤防等構造物の維持 

     堤防や護岸などの河川管理施設の機能が維持されるよう、定期的な点検や維持

修繕工事を行うとともに、必要に応じ改築計画を立案し、施設の長寿命化を図る。

洪水により機能が損なわれる危険がある場合は機能維持を図るため、また、機能

が損なわれた場合には、速やかに機能回復を図るための必要な対策を講じるよう

努める。堤防については、河川巡視に支障を来さないよう、必要に応じて除草を

実施する。 

     橋梁、堰、樋管等の許可工作物について河川管理施設同様の維持管理水準を確

保できるように各施設管理者と協議し、適正な維持管理を行うよう指導していく。 

    (3) 水位・雨量の観測、水位の周知及び水質の監視 

     洪水被害や渇水被害、水質事故の防止や軽減を図るため、圏域内の河川水位や

雨量の観測を継続的に実施し、観測した河川水位や雨量等については、インター

ネット、メール配信、地上デジタル放送等を活用して関係機関や地域住民等への

情報提供に努める。 

     水質調査も継続的に実施し、関係機関と連携して圏域内河川の水質の維持に努

め、油流出事故等へ迅速に対応するため関係機関との情報共有化を推進する。 

    (4) 良好な河川環境の維持 

     河川や水辺環境の現状やその変遷を把握するために、今後も必要に応じて環境

調査を実施する。その調査結果をもとに、河道の流下能力維持、護岸、堤防等構

造物の維持の際にも配慮するなど、良好な河川環境を維持するために必要な対策

を実施していく。 

     また、流域住民との連携を推進し、地域の人々と共に河川清掃を実施するなど

河川美化に努める。 
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（5）親水性の維持 

  河川空間は地域住民の憩いの場、やすらぎの場、遊びの場として有効に利用さ

れている。 

  そのような親水空間や親水設備の機能や、そこに広がる河川環境が将来にわた

って維持されるよう、関係機関や地域住民と連携しながら維持管理に努めていく。 

  また、子供たちや高齢者の方々にも安心して川とふれあえるようなユニバーサ

ルデザインに配慮した空間整備も、関係機関や地域住民と連携しながら推進して

いく。 

 

 2-3 その他河川整備を総合的に行うために必要な事項 

  2-3-1 洪水時の防災対策 

   河川の整備が途中段階で施設能力を上回る洪水に対しては、河川管理者だけでの対

応では不十分であり、関係市町、水防団、地域住民と一体となった対応が必要となる

ことから、洪水時における被害を防止・軽減するため以下の取組を行う。 

   ・ 地元関係市町が主体となって作成・公表するハザードマップ(避難地及び避難

経路等を明示した図面)作成を支援する。 

   ・ 出水時に特に注意を要する箇所である重要水防箇所について水防管理団体（圏

域内の市町及び水防団）等の関係機関と共通認識を図る。 

   ・ 洪水時・災害時は迅速かつ的確に河川情報等を収集し、地域住民の避難、防災

活動のための情報として、岩手県水防計画に基づき関係機関及び地域住民へ情報

提供を行う。また、圏域内の水位周知河川において、水位が避難の一つの目安で

ある「避難判断水位」に達した場合は、関係機関への迅速かつ確実な情報連絡を

行うとともに地域住民への周知に努める。 

 

表-10 馬淵川水系（馬淵川上流圏域）の水位周知河川指定状況（H27.3時点） 

水位周知河川（H27.3時点） 

馬淵川（石切所） ：（荒瀬橋～府金橋） 

馬淵川（岩根橋） ：（安比川合流点～平糠川合流点） 

安比川（中央橋） ：（馬淵川合流点～太田川合流点） 

安比川（五日市橋）：（太田川合流点～鍋越川合流点上流砂防下流地点） 
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図-13 馬淵川水系（馬淵川上流圏域）の水位周知河川指定状況（H27.3時点） 

 

  

 2-3-2 水質保全における対策 

   地域住民に対して水質、水量の保全の必要性を認識してもらうため、広報活動等の

啓発活動を行う。また、油流出事故等に迅速に対応するため情報連絡協議会等を開催

し関係機関と情報を共有化する。 

 

2-3-3 河川情報の提供、流域における取り組みへの支援等 

   本圏域の豊かな自然及び歴史と文化あふれる良好な地域環境を将来に引き継いでゆ

くためには、地域住民の理解と協力が不可欠である。 

   このため、川に関する情報の提供に努め、地域住民への河川愛護思想の定着と啓発

活動を推進するとともに、住民協働による川づくりを進める。 

   

 

 

 

 

馬淵川（石切所） 

安比川（中央橋） 

安比川（五日市橋） 

馬淵川（岩根橋） 
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